制度改正に伴う主な変更点（要件・手続き）
●下線部分が変更点
	項　　目
	介護職員初任者研修
	訪問介護員２級課程研修

	(1)申請書添付書類
	（追加）
○研修計画（各科目の到達目標・評価の基準，内容，時間数等を定めた書類）
	―

	(2)研修科目（内容）及び時間
	○要領別表２のとおり。
	○旧要領別表３のとおり。

	(3)通信可能時間
	○４０．５時間以内（要領別表１のとおり。）
	○５２時間以内（要領別表６のとおり。）

	(4)修了期限
	○研修開始日から８か月間
※受講者のために８か月を超える修了期限を設ける必要があると認める場合は，１年６か月の範囲で学則により設定可
	○同左

	
	○筆記試験による修了評価の日から３０日以上が経過した日とすること。
	―

	(5)実施期間
	○修了期限の範囲内で事業者が設定
	○同左

	
	―
	○最後に実施する実習科目の開始日から３０日以上経過した日とすること。

	(6)免除科目及び時間
	○要領第６「科目免除に関する事項」のとおり。
	○旧要領第６「科目免除に関する事項」のとおり。

	(7)修了評価
	認  定
要  件
	○全科目の出席
○合格基準は，課題の総得点の７割以上
	○同左

	
	講  義
・
演  習
	○通学：担当講師が，試験・レポート等により理解度を確認（→指導→再確認）
	○通学：担当講師が，試験・レポート等により評価（→指導・補講→再評価）

	
	
	○通信：担当講師が，学習課題の添削により理解度を確認（→指導→再確認）
	○通信：担当講師が，学習課題の添削により評価（→指導・補講→再評価）

	
	実  習
	○実習指導責任者が，試験・レポート等により理解度を確認（→指導→再確認）
	○実習指導責任者が，試験・レポート等により評価（→指導・補講→再評価）

	
	修  了
認  定
	○科目試験
・研修科目「こころとからだのしくみと生活支援技術」において，筆記・口答試験及び実技試験により介護技術の習得度を評価
○修了試験
・全科目の修了後に，筆記試験により知識・技術の習得度を評価
○修了認定
・過程編成責任者が，科目試験及び修了試験による評価等を総合的に判断し，修了を認定（両試験の修了評価は合格基準に達していること。）
	○講義・演習と実習で実施したすべての評価が，合格基準に達していること。


	項　　目
	介護職員初任者研修
	訪問介護員２級課程研修

	(8)変更の届出
	○変更予定日の１０日前までに提出
ただし，やむを得ない理由による講師の変更（登録済みの講師への変更のみ。）及び研修内容に直接関係しない変更（住所変更等）は，変更後１０日以内とする。
	○変更を生じた日から１０日以内に提出

	(9)事業の廃止，休止，再開の届出
	○休止：再開を含め，届出の必要なし
	○休止：１年を超えて研修事業を実施しないこととしたとき

	
	○廃止：２年を超えて研修を実施しないこととしたとき
※２年を超えて研修を実施していない事業者は，事業を廃止したものとみなす。
	○廃止：事業を廃止したとき

	
	○提出期限：廃止の日から１０日以内
	○提出期限：廃止，休止又は再開の日から１０日以内

	(10)有資格者
	①
	○教授等：大学，大学院，短大
の教授・准教授・助教・講師
	１年
	○教授等：福祉・介護・看護系大学，大学院，短大，高等学校，介護福祉士養成施設等の教授・准教授・講師・教諭・専任教員
	１年

	
	②
	○専任教員等：専修学校，福祉系高校，実務者研修施設の専任教員・教諭・講師
	３年
	
	

	
	③
	○介護福祉士（資格取得後の介護業務の実務経験による。）
	３年
	○介護福祉士，基礎・一級課程修了者
	５年

	
	④
	○社会福祉士（資格取得後の相談援助業務の実務経験による。）
	３年
	○社会福祉士，地域包括支援センターの主任介護専門員及び保健師（相談援助業務）
	５年

	
	⑤
	○医師
	１年
	○医師・精神科医（医師資格に係る業務）
	１年

	
	⑥
	○看護師，保健師，助産師（看護業務の実務経験による。）
	３年
	○保健師，看護師，准看護師（該当資格に係る業務）
	５年

	
	⑦
	○国・地方公共団体職員（研修科目に関する業務経験による。）
	３年
	○行政職員（担当科目に係る事務）
	１年

	
	⑧
	○介護職員基礎研修課程，訪問介護員１・２級課程研修の講師又は実習指導責任者であった者
	１回
	―
	―

	
	―
	―
	―
	○社会福祉施設の長（管理業務）
	１年

	
	
	
	
	○精神保健福祉士，介護支援専門員（相談業務）
	３年

	
	
	
	
	○認知症介護指導者養成研修修了者，１級建築士，管理栄養士，栄養士等（該当資格に係る業務）
	５年

	
	
	
	
	○臨床心理士（相談支援業務）
	５年

	
	
	
	
	○理学療法士，作業療法士，言語聴覚士（リハビリ業務）
	５年


	項　　目
	介護職員初任者研修
	訪問介護員２級課程研修

	(11)運営ｽﾀｯﾌ
	課程
編成
責任者
	○資格要件等
・教授等，専任教員等又は介護福祉士
	○資格要件等
・介護福祉士，保健師，看護師若しくは准看護師又は教授等

	
	
	○担当業務
・研修計画及びカリキュラムの立案
・実習責任者への指導・助言
・修了評価の監修及び修了認定
・補講の決定
	○担当業務
・同左
・同左
・―
・―

	
	
	○実習責任者との兼務可
	―

	
	実習
責任者
	○資格要件等
・教授等，専任教員等，介護福祉士又は実務者研修若しくは介護職員基礎研修課程の修了者
	○資格要件等
・介護福祉士，保健師，看護師，准看護師，基礎課程修了者若しくは１級課程修了者又は教授等

	
	
	○担当業務
・実習計画の立案及び進行管理
・実習施設の選定
・実習指導責任者との連絡・調整
・やむを得ない理由により欠席した者に対する実習日の再調整

	○担当業務
・同左
・―
・同左
・実習指導責任者の報告に基づく次の業務
　・達成状況の確認及び実習科目に関す
る評価の確定
　・再実習の決定及び再実習日調整

	
	
	○課程編成責任者との兼務可（教授等，専任教員等又は介護福祉士のみ）
	―

	(12)講師
	○資格要件等
・要領別表２の講師要件を満たす者
※「こころとからだのしくみと生活支援技術」の実技演習受講者が２０名を超える場合は，２名以上の講師を配置すること。
	○資格要件等
・旧要領別表２の講師要件を満たす者
※次の実技演習において受講者が２０名を超える場合は，２名以上配置のこと
　・２級課程「基本介護技術」

	
	○担当業務
・講義・演習及び補習の実施
・研修受講者の理解度の確認
・通信学習課題の添削
・全科目修了後に実施する筆記試験の修了評価
	○担当業務
・同左
・―
・同左
・担当科目の修了評価


	(13)実習指導責任者
	○資格要件等
・要領別表２の実習指導責任者要件を満たす者
	○資格要件等
・旧要領別表２の実習指導責任者の要件を満たす者

	
	○担当業務
・実習内容の監修
・実習受講者の達成度の確認及び補習（指導・助言）の実施
	○担当業務
・同左
・目的に関する受講者の達成度確認及び実習責任者への報告


	項　　目
	介護職員初任者研修
	訪問介護員２級課程研修

	(14)施設等
	演習室
（実技演習を伴う)
	○面積：１名当たり２㎡以上
	○面積：１名当たり１.６５㎡以上

	
	実習
施設
	○種別：要領別表２に定める「実習可能施設」
	○種別：旧要領別表２に定める「実習施設」

	
	
	○２年以上実習を行っていない施設の「実習施設一覧表」からの削除及び届出（様式第３号）の実施
	○２年以上実習を行っていない施設の「実習施設一覧表」からの削除


	(15)研修内容
	○研修修了後一定の実務を経て，別表２に定められた科目ごとの個別の「ねらい（到達目標）」に，研修受講者が到達するための基礎を形成させることを目的として，「内容例（指導の視点・内容）」に基づき企画・実施するものであって，「修了時の評価ポイント」にある水準の知識・技術を研修受講者に獲得させるものであること。
	（省略）

	(16)研修の実施
	受講
対象者
	○訪問介護事業に従事しようとする者若しくは在宅・施設を問わず介護の業務に従事しようとする者又は現任の介護職員とする。
	○今後，訪問介護業務に従事しようとする者

	
	研修の
企画
	○研修受講者を，要領別表２の「修了時の評価ポイント」にある水準に到達させるため「内容例（指導の視点・内容）」を参考として，研修の企画（以下「研修企画」という。）を策定すること。
	○旧要領別表２により，研修の科目ごとに設定された「目的」にある介護知識及び技術を受講者に習得させるため各科目の内容について具体的に例示した「内容」を参考として，研修を企画すること。

	
	講義
演習
	○要領別表１に掲げる研修科目の実施順序は，各研修事業者が研修受講者への学習効果等を考慮して決定すること。ただし，研修科目のうち，導入部分である「職務の理解」は第１番目に，まとめ部分である「振り返り」は最後に実施すること。
	―

	
	実習
	○研修事業者は，介護職の働く現場や仕事内容に対する研修受講者の具体的な理解を促すため，研修科目のうち「職務の理解」及び「振り返り」（以下「必須実習科目」という。）において，実習を必須とすること。また，効果的な研修を実施するために必要であると研修事業者が認める場合,「認知症の理解」及び「障害の理解」（以下「任意実習科目」という。）に限り，実習を行うことができる。
	○実習は，「講義・演習」のすべての科目が終了し，実習オリエンテーションを行ったうえで実施すること。また，実技は簡単な介護内容から開始し，受講者の達成状況を実習指導責任者が確認したうえで次の段階に進むこと。


	項　　目
	介護職員初任者研修
	訪問介護員２級課程研修

	(17)補習
	○対象者
・理解度等が修了時の評価ポイントに達していないと，各科目の担当講師が確認した研修受講者
・研修科目の修了後に実施する修了評価において，修了の認定基準に達していない研修受講者
・研修事業者がやむを得ないと認める理由により，講義・演習の一部を欠席した研修受講者
	○対象者
・修了評価を担当する者が修了評価の認定基準に達していないと確認した受講者
・同左


	(18)科目免除
	○免除対象者・科目・時間数
・要領記載のとおり。
	○免除対象者・科目・時間数
・旧要領記載のとおり。

	(19)修了認定
	総括
	○「こころとからだのしくみと生活支援技術」の科目で実施される試験（科目試験）による介護技術の習得度の評価及び全科目の修了後に行う筆記試験（修了試験）による知識・技術等の習得度に関する評価をもとに，課程編成責任者が，総合的に判断して認定
○「こころとからだのしくみと生活支援技術」を除くその他の科目では，担当講師（又は実習指導責任者）が研修受講者の理解度等を確認し，必要に応じて補習を実施
○評価及び修了認定は，研修修了者の質の確保を図る観点から，適正，厳正に行うこと。
	―

	
	実施
	○課程編成責任者が，科目試験及び修了試験の修了評価を総合的に判断し，修了を認定
○両試験による修了評価は，いずれも合格水準に達していること。
	―

	
	
	○科目試験
・「こころとからだのしくみと生活支援技術」の時間内に実施
・介護技術の習得度を評価
・筆記・口答試験及び実技試験（実技試験は，２時間以上）
	―

	
	
	○修了試験
・全科目の修了時に実施
・全体の知識・技術の習得度を評価
・おおむね１時間（研修時間に含まない。）
・筆記試験
	―
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